






































































































める必要もある O その点では，なお補うべきところも多いのである O
今後に残された課題はあるとしても，以上のように，本論文は，韓国語に入った日本語に関する歴史
的事実の研究に，一つの見通しをつけ，今後の発展にも大きく寄与するものと認められるのである O 本
論文は論者の研究者としての資質・能力をよく示すものであり，学術博士(課程)の学位申請論文とし
て，十分価値あるものと認定する O
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